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図のように半円の中に，半径 1の 4つの円A, B, C, Dと，別の半径の円 Eがあり，次
のように接している．円Aは半円の円弧と直径と円Bに接し，円Bは半円の円弧と円
A, C, Eに接し，円 Cは半円の円弧と円 B, D, Eに接し，円Dは半円の円弧と直径と
円Cに接している．また，円Eは半円の直径と円B, Cに接している．このとき，半円
の半径は

(31) (32) +
√
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√
(37) (38)

であり，円Eの半径は
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√
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(43) (44)

である．

出典：2020年 慶應義塾大学 総合政策学部

解答
4円A, B, C, Dの中心，および半円との接点
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を結ぶと，一辺の長さ 2の正八角形を半分にした
図形になる。Aの中心，半円の中心，および円A
と半円との接点を結んでできる直角三角形に三
平方の定理を適用すると，半円の半径Rは
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√
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半円の中心と BCの中点(Bと Cの接点)との距離 hは
h =

√
2 + 1

円 Eの半径を rとおく。
円Eの中心，円 Bの中心，および円 Bと円 Cの接点を結んでできる直角三角形に三平
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方の定理を適用すると
h = r +

√
(1 + r)2 − 12 = r +

√
r2 + 2r

となるから
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